
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 中津川市立苗木中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月７日（金）～１４日（金） 

 

実 施 概 要 

「文化祭」の公開 ７日（金） 

・初日は、学校行事「文化祭」を公開し、保護者、地域住民等を招待する
とともに、参観者にアンケートを実施した。 

「あいさつ運動」 １０日（月）～１４日（金） 

・生徒会と学校がＰＴＡや地域に呼びかけ、地域の諸団体の皆さんと一緒
に一週間にわたって、中学校や校区小学校付近で、合同あいさつ運動を
展開した。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   レ文化   □産業   レその他 

 公開の方法 
  □授業公開 レ成果発表 レ交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者  約 １６０ 人 
計 ２２０ 人 

地域関係者  約 ６０ 人 

 
実 施 状 況 

「文化祭」 

・本校では、毎年演劇発表を中心とした「文化祭」を行ってきた。今

年度は、「共に創る」の生徒会スローガンのもと各学年でテーマを

掲げ、全学級が演劇に取り組み、地域の方を講師に招いて演劇指導

をしていただいた。保護者・地域住民の関心も高く、生徒会・学校

が案内を出して、多くの方に参観していただくことができた。 

「あいさつ運動」 

・ＰＴＡ母親委員会、校区小学校職員・ＰＴＡ、苗木地区まちづくり推進

協議会、青少年健全育成推進市民会議苗木支部、区長会、苗木事務所な

ど多くの地域団体の方々が呼びかけに応えてくださり、生徒会役員およ

び生徒有志を中心に、毎朝７時２０分～８時にかけて、学校や校区小学

校付近で地域ぐるみの合同あいさつ運動を行うことができた。 

 
成果及び課題 

・生徒一人一人が活躍し仲間と共に創り上げた演劇を保護者や家族の方に

観ていただいたことは、家庭内での話題となってコミュニケーションを

豊かにする契機となったり、子どもの活躍や頑張りを認めていただくよ

い機会となったりした。また、地域住民の方からは、「各クラスが一丸

となって自分たちのテーマに向かい一生懸命取り組んでいた姿がたくさ

ん見られその内容や表現力に感動しました。」等の感想をいただいた。 

・中学校の呼びかけに対して、地域の様々な団体の方が応えていただける

ようになってきた。一緒に活動することで、生徒たちの苗木地区への関

心や愛着につながっている。 

・教育活動の積極的な公開、学校だよりや地域の通信による広報活動が、

本校の教育活動に対する保護者や地域住民の理解につながっている。 

・学校行事の精選を行いながら、生徒たちが地域住民とより豊かにふれあ

える活動を工夫し、地域への誇りや愛着を高めていきたい。 

・あいさつ運動をより意図的に、より組織的に展開し、生徒にあいさつの

意義やよさを実感させるとともに、地域の方とのコミュニケーションを

より豊かに図れるような活動へと充実させていきたい。 

 


